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在宅生活支援実習を履修した
看護学生の学び

Learning of Nursing Students who Have Taken Clinical 
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要　旨
　本研究は，在宅生活支援実習で得た学びを明らかにし，今後の実習がより効果的に行
えるよう評価することを目的とする。在宅生活支援実習に，参加した看護学生6名にフォー
カス・グループ・ディスカッションを実施した。分析は，「在宅生活支援実習を通して，
どのような学びを得たのか」について，質的記述的分析を行った。看護学生は，在宅生
活支援実習を通して【人間の暮らしと人間が生きることの体感と理解】【地域の特性理解】

【地域で働く保健福祉職と住民との緊密な関係性】【理論と実践の融合による大学で学習
した知識の深化】【対象者を生活者として捉え尊重し看護することの重要性】【地域で働
く保健福祉職が地域医療・保健福祉に意欲的に挑戦する姿勢】【地域一丸となって地域医
療・保健福祉に取り組むことの大切さ】【医学生と看護学生の視点・意見の相違】【地域
で働く保健福祉職に対する具体的イメージの促進】を学修していることが明らかとなっ
た。
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Ⅰ．はじめに

　日本は，諸外国に類をみないほどのスピードで
超少子高齢・人口減少社会に突入し，高齢者が可
能な限り住み慣れた地域で，自分らしい人生を最
後まで続けることができるよう，医療・介護・予
防・生活支援・住まいを包括的かつ継続的に提供
する体制（地域包括ケアシステム）の構築が進め
られている。そのような背景を受け日本看護協会
は，「地域包括ケアの確立にむけ，今後は病院だ
けでなく，あらゆる場で看護の提供が必要であり，
疾病からの回復だけでなく，予防と健康づくりの
視点が全ての看護職に求められる」という答申を
打ち出している（日本看護協会,2015）。つまり，
これからの時代を担う看護職は，疾患からの回復
を支える看護にとどまらず予防や健康づくりの視
点を持ち，さらに今まで以上に地域の医療機関，
高齢者施設，訪問看護ステーション，市町村保健
センター等，地域のあらゆる場で必要とされるこ
とが予想され，多職種・多機関と連携・協働しな
がら，地域包括ケアシステムの構築に貢献するこ
とが求められると考える。
　表（2017）は，地域を知るための看護師教育と
して，臨床から生活の場への連続性を担保するた
めの療養者とその家族といった対象理解に加え，
地域で生活する様々な健康レベルやライフサイク
ルの人々の理解が必要であると述べている。2019
年10月に出された基礎看護教育検討会報告書（以
下,報告書）では，現在の看護教育の現状と課題に
ついて言及し，これからの看護職に求められる能
力として①対象を理解する能力，コミュニケー
ション能力②対象の多様性・複雑性に対応できる
能力，③対象を生活者として捉え看護サービスを
提供できる能力を挙げている（厚生労働省 基礎看
護教育検討会,2019）。しかし一方で，学生の対象
を捉える視点が病院と在宅の違いや，疾患モデル
で対象を捉えることに限定されてしまっている現
状や，これまで学生が経験した範囲でしか家族や
生活，地域を捉えることができないこと等が指摘
されている（柏木,川村,原口,2015）。現代の若者は，
核家族，地域との関係が希薄化している環境で生

活している者も多い。また，Social Networking 
Service （SNS）が普及し，人と実際に会って会話
をせずとも簡単にやり取りができ，必要な情報が
手軽に入手出来る環境で生活しており，地域社会
や異世代交流等の生活経験が不足していることが
懸念される。看護職は，対象者とのコミュニケー
ション等から，対象を理解し対象に応じた看護を
展開していく必要があるが，現代の看護学生の中
には生活経験の不足から，看護の対象となる人を
理解し，生活を想像し整える能力が十分ではない
者もいると考える。
　このような背景を踏まえ，愛媛大学医学部看護
学科においては，2017年度より在宅生活支援実習
を開始している。本実習では，何らかの健康問題
を持ちながら地域で生活する人々との関わりを通
して，地域包括ケアシステムの推進に向けた看護
職の役割を学び，生活者を支える地域づくりや健
康づくりに貢献できる看護職の育成を目指すこと
を目的としている。履修対象となる学生は，医学
科，看護学科１～３年生で選択制となっており，
さらに単位認定は３年生で実習に参加した看護学
生のみに行われる。
　本研究では，愛媛大学医学部看護学科の在宅生
活支援実習を履修した学生を対象とし，看護学生
がどのような学びを得たのかをディスカッション
によって明確化し，今後の実習がより効果的に行
えるよう評価することを目的とする。

Ⅱ．方　　法

１．研究参加者
　2018年度に在宅生活支援実習を３年生の時点で
履修した看護学科４年生のうち，研究の参加につ
いて，文書で同意が得られた６名。

２．研究期間
　2019年12月18日～ 2021年3月31日。

３．在宅生活支援実習の概要
　１）実習目的
　実習の目的は，『なんらかの健康問題を持ちな



3 愛媛大学看護研究雑誌  ２巻  ２０２１年

がら地域で生活する人々との関わりを通じて，対
象者の価値観やニーズを理解するとともに，対象
者の生活を支える家族，専門職，地域住民と関わ
り，住み慣れた地域で対象者と家族が暮らし続け
ることができるための地域包括ケアシステムの推
進に向けた看護職の役割を体験から学ぶ。そのこ
とにより「病気を持つ人」ではなく，「生活する人」
として対象者を捉える看護職としての基本的な能
力を養う。さらに，地域包括ケアシステムにおけ
る多機関・多職種連携・協働について柔軟で広い
視野を養い，生活者を支えるネットワークの中で
地域づくりや健康づくりに貢献できる自己の考え
を持つこと』である。（看護学科全体の実習につ
いては表１に示す。）

　２）実習方法
　実習は，医学科の１～３年生，看護学科の１～
３年生対象の選択必修科目であり，医学科看護学
科合同で実施する。看護学科では３年生で参加し
た学生のみ単位を認定している。実習は毎年３月
に実施している。開催実施年度の10月頃に実習責
任者から，各学年へ実習オリエンテーションを行
い，興味・関心を持った学生が申し込み履修する。
2017年度は30人，2018年度は26人の学生が実習に
参加した。
　実習初年度である2017年度は，地域医療立て直
しのため，県の地域医療再生計画のもと開設され
た地域サテライトセンターがあり，実習協力の得

られた愛媛県内にある山間へき地のＡ自治体（以
下,Ａ地区）で実施した。2018年度はＡ地区，Ｂ自
治体（以下,Ｂ地区）の２か所で実習し，Ａ地区では，
地域包括支援センター，Ｂ地区では地域包括支援
センターと保健センターの各々の施設職員である
保健師や介護支援専門員が中心となり，教員とと
もに実習指導の役割を担った。具体的には，各地
域の実習担当（指導）者は，対象者への支援の実
際について活動を通して学生に説明したり体験さ
せたりした。教員は訪問先等から学生が帰ってき
たときに，訪問に同行しどのように感じ，学んだ
のか等，学生の学びを言語化により確認するとい
う役割を担った。 
　実習では，医学科１名，看護学科２～３名で２
学科を合わせて学生３～４名のグループを編成し
た。まず，各地区の実習担当（指導）者が，各グルー
プに対して地域で何らかの疾患を有し，支援を受
けながら生活する高齢者を複数人選定した。学生
は，受け持つ対象者への家庭訪問および外来受診，
デイサービス等にも同行し，対象者の暮らしを体
験しながら，地域生活への思いを聴きとるという
実習を行った。また，地域包括ケアシステムにお
ける多機関・多職種連携・協働について理解を深
めるために，地域連携会議等にも参加できるよう
に実習予定を組み立てた。さらに，実習最終日に
は，個々の健康課題から地域の生活背景を理解し，

「高齢者が住み慣れた地域で生活し続けるために
必要な社会資源とその活用」についてグループ

表 1　看護学科全体の実習概要
月 4 5 ～ 7 8 9 10 ～ 12 1 2 3

１年生 基礎看護
学実習Ⅰ

在宅生活支援
実習（選択）

２年生 基礎看護
学実習Ⅱ

在宅生活支援
実習（選択）

３年生

老年看護学実習
成人看護学実習（慢性期）
小児看護学実習
精神/母性看護学実習

在宅生活支援
実習（選択）

４年生

公衆衛生看護学実習（選択者のみ）
成人看護学実習（急性期）
統合実習Ⅰ
在宅看護論実習
精神/母性看護学実習

統合実習Ⅱ
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ワークを行い，地域へ貢献するための考えを医師，
看護師，保健師，訪問看護師，介護支援専門員の
関係者の前で報告した。看護学科では，後日実習
での学び，グループワークや住民との意見交換か
らの学びを踏まえ，「高齢者が住み慣れた地域で
生活し続けるために必要な社会資源と役割」につ
いて学内で報告を行った。

４．データ収集
　2018年度の実習に，３年生として参加した学生
８名に研究参加への依頼をし，研究への協力の連
絡のあった学生６名に対して，研究協力について
の説明を行い６名からの同意を得てフォーカス・
グループ・ディスカッション（以下,ディスカッ
ション）を実施した。
　ディスカッションガイド（以下,ガイド）は，１．
ディスカッションについての説明，２．ディスカッ
ションの進め方，３．ディスカッションのテーマ

（①現在の学年と卒業後の進路希望先，②在宅生
活支援実習の履修に至る経緯（在宅生活支援実習
を知ったきっかけ，履修の動機・理由），③地域
医療・地域保健への関心の程度（地域志向性）・
関心を持った時期やきっかけ，④在宅生活支援実
習での体験，特に印象に残っていること・学び ，
⑤在宅生活支援実習を履修したことによる認識や
学生生活等の変化 ，⑥今後，在宅生活支援実習に
期待すること等を記載した。ディスカッションは，
当日ガイドを研究者から研究参加者に渡し，その
ガイドの内容に沿ってディスカッションを研究参
加者のみで実施してもらい，研究者（在宅生活支
援実習の担当教員）は同席しなかった。研究者が
同席しなかった理由は，ディスカッションが学生
同士で行うことによって，自発的で公平な意見表
出を促せるように考慮したためである。また，ディ
スカッション前に，研究者から学生に対しディス
カッションの進め方についてオリエンテーション
を行い，学生がガイドに沿ってどのような内容を
ディスカッションすればよいか確認した上で実施
した。ディスカッション内容は，研究参加者全員
の同意を得て，研究参加者自身がＩＣレコーダー
に録音した。ディスカッション終了後，ディスカッ

ション内容が録音されたＩＣレコーダーを研究参
加者から受け取った。

５．分析方法
　ＩＣレコーダーに録音された記録から正確な逐
語録を作成した。 分析は質的記述的分析を行った。
作成した逐語録を繰り返し読み，文章の意味が取
れる最小の段落に分け，分析の単位とした。次に

「看護学生が在宅生活支援実習を通してどのよう
な学びを得たのか」に焦点を当ててコード化し，
コードの共通性を見出す中でカテゴリーを抽出
し，抽象度を上げていった。カテゴリーの特徴や
命名の検討を重ね，カテゴリーの類似性・相違性
を比較しながらカテゴリー間の関係性を探索し分
析を進めた。分析については質的研究を行ってい
る研究者からスーパーバイズを受けた。

６．倫理的配慮
　本研究は，愛媛大学大学院医学系研究科看護学
専攻研究倫理審査委員会の承認を得た上で実施し
た（承認番号　看2019－17）。研究協力への意思
表示があった学生に対しては，文書及び口頭によ
る十分な説明を行い，研究協力者の自由意思によ
り同意を文書で得た。

Ⅲ．結　　果

１．研究協力者の概要
　研究参加について承諾が得られた６名の概要を
表２に示す。

表 2　研究対象者の概要
在宅生活支援実習

の参加回数 卒業後の進路

Ａ 2 保健師

Ｂ 2 看護師

Ｃ 2 看護師

Ｄ 2 保健師

Ｅ 1 保健師

Ｆ 2 看護師
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２．在宅生活支援実習を履修した看護学生の学び
　ディスカッション時間は，約１時間半程度で
あった。分析の結果，在宅生活支援実習を履修し
た看護学生の学びは，表３に示す９つのカテゴ
リー，19のサブカテゴリ，39のコードが抽出され
た。カテゴリーは【　】，サブカテゴリは《　》，コー
ドは〈　〉，発言内容は「　」で示す。

　１ ）【人間の暮らしと人間が生きることの体感
と理解】

　「私，印象に残っているのが３年生の時に行っ
たおばぁちゃんが95歳なんやけど，階段とか登っ
てて。95歳ってもう結構，大変というか，自力で
生活できるっていうのが想像できんかったんやけ
ど，受け持たせてもらったその方は，急な階段を
毎朝毎晩登って。…。」「いろんな人に世話焼いて

『〇〇さん元気やった？って…。』と，学生は，高
齢者の地域での実際の生活を体験することで，

〈高齢者の実際の生活を見て，人間の可能性の大
きさを知る〉〈地域で楽しく生活する高齢者の姿〉

〈地域住民のことを気にかける高齢者の姿〉と，
高齢者が本来持つ力を発揮し地域住民達との関係
性の中で生きる姿を捉えることができていた。ま
た，実習地域の中には平成30年の西日本豪雨で被
災した地域も含まれていた。被災地域で継続して
実習を履修した学生は「２年連続で同じ人のとこ
に行くことが出来たんやけどその１年の間でも，
…地域の人がどんな風にその１年間を過ごしてき
たか，どうやって乗り越えてきたかっていう話も
聞くことが出来て。」と〈継続して参加することで，
被災後の生活を知る〉ことができていた。学生は
実際に地域に赴き，地域に住む人々と関わること
で【人間の暮らしと人間が生きることの体感と理
解】が深まっていた。

　２）【地域の特性理解】
　学生は実習期間中，地域で生活することで，「実
際に自分が住むことで，こういうことが不便や
なぁっていうことも分かるし，ここがいいなぁと
かも思うし，人とかもすごく分かる。」「Ｂ地区は，
愛媛県の中で一番小さい町なんよね…。」と《住

民の視点から理解する地域の特性》を感じ取って
いた。

　３ ）【地域で働く保健福祉職と住民との緊密な
関係性】

　保健師や介護支援専門員に同行し，家庭訪問す
る中で「地域の人の方から，『今日，〇〇さん（保
健師名）来んのかいね。』って…。関わりって大
事やし，そうやって呼んでもらえる存在になりた
いよね。」と，《地域で働く保健師と住民との実際
の関わり》を間近で見て，その関わりから《住民
の保健師への信頼》を体感していた。さらに「本
当に関わっていないと分からんような難しいとこ
ろというか…。」と，《対象者と介護支援専門員の
関わりから見えてくる支援する上での課題》を感
じ，【地域で働く保健福祉職と住民との緊密な関
係性】を学ぶことができていた。

　４ ）【理論と実践の融合による大学で学習した
知識の深化】

　実習で様々なことを経験し，また実習後大学で
学ぶ中で「３回生で行った時思わんかった？Ｃ先
生の授業で見たやつやって！」「なんか，頭に入
りやすかったことない？…。」と，《実習内容と授
業内容が合致することによる学習の深まり》を実
感し【理論と実践の融合による大学で学習した知
識の深化】に繋がっていた。

　５ ）【対象者を生活者として捉え尊重し看護す
ることの重要性】

　学生は，実際に地域に住む高齢者との関わりを
通じ，高齢者の生活を体験することで「その人ら
しい生活をなるべくするにはどうしたらいいかっ
て考えられるようになったのも，この実習のおか
げかなって。」「現状を知ってしまった分，どうに
かしてあげたいっていう思いが強くなったよね。」
と，〈看護の対象となる人達の生活を知り，何と
かしてあげたいという気持ちが強くなる〉〈その
人らしい生活を送れるにはどうしたらいいのかを
考える〉ように変化していた。また，実習終了後，
他領域の実習に行った際には，患者の退院後の生
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表 3　在宅生活支援実習を履修した看護学生の学び

カテゴリ サブカテゴリ コード

人間の暮らしと人
間が生きることの
体感と理解

高齢者の地域での暮らし
の実際と暮らしに寄せる
思いへの理解

高齢者の実際の生活を見て，人間の可能性の大きさを知る

高齢者のイメージを覆す対象者の生活の様子やＡＤＬの高さに驚く

高齢者が望む生活の意味の思考

地域で楽しく生活する高齢者の姿

教えてもらった運動を日課にしている高齢者の姿

地域住民のことを気にかける高齢者の姿

地域で暮らす人々の生活
の変化 継続して参加することで，被災後の生活を知る

地域の特性理解 住民の視点から理解する
地域の特性

実際に住むことで，地域の良いところ，不便なところが分かる

地域の医療機関が十分ではないことを知る

地域で働く保健福
祉職と住民との緊
密な関係性

地域で働く保健師と住民
との実際の関わり

地域包括保健師の業務内容を見ることで，病院から地域に帰るイメー
ジを学ぶ

実際に一緒に現場に行くことで，高齢者の住む仮設住宅で，保健師が
手すりを付ける介入をしている様子を見ることができる

地域で働く保健師が，住民とドライな関係でなく人として関わってい
ることを学ぶ

保健師が対象者と実際に関わっている様子から学ぶ

住民の保健師への信頼
住民と保健師の関わりから，保健師と住民が繋がっていくことを知る

住民から信頼される保健師の存在

対象者と介護支援専門員
の関わりから見えてくる
支援する上での課題

介護支援専門員と対象者と実際に関わりがないとわからない，支援す
る上での困難感

理論と実践の融合
による大学で学習
した知識の深化

実習内容と授業内容が合
致することによる学習の
深まり

３年生の時の授業で学んだ内容を思い出す

実習後の授業内容が，経験したことと関連付けられ頭に入りやすく理
解できる

実習で経験したことと知識がリンクする

対象者を生活者と
して捉え尊重し看
護することの重要
性

対象者の持つ力と生活を
支える看護

リスク予防重視ではなく，対象者の持っている力や生活を支える看護
の姿勢を学ぶ

病院であっても対象者を
地域で生活する人間とし
て捉え尊重する看護

その人らしい生活を送れるにはどうしたらいいのかを考える

看護の対象となる人達の生活を知り，何とかしてあげたいという気持
ちが強くなる

遠いところから入院してきている人がいることを知り，病院でも対象
者の生活を支える看護がしたいと考える

技術を身につけるとかではなく，対象者の今後の生活も考えて，病院
での生活を支えたいと思う

対象者の退院後のことも考えている看護師にアンテナを張る

患者の個性や意思を汲むことができる看護師を参考にする

在宅生活支援実習で学ん
だことで感じる，医療の
現状への戸惑い

他領域実習の際，学生の看護計画が，病院の方針に沿わないと指摘さ
れ，病院と地域の考え方の違いに衝撃を受ける

病院から地域へという方針があるのに，何十年も入院しないといけな
い現状に葛藤する

本来の人間の生活するべ
き場所は地域 実習に行き，人は地域で生活するのが良いと考える
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活を見据え，対話し看護する看護師の姿を見て，
「患者さんの個性とか，思っていることをすごい
汲んで，テクニシャンというかすごい技術を持っ
ている人だなぁって思う。いいなぁって参考にし
たりとか。」と学生が考える理想の看護モデルと
していた。さらに，「病院やったら当たり前やけ
ど，滑ったらいけない，こけたらいけないから段
差無くしてとか，階段なんかもってのほかやから，
リスクをのけてみたいなところがあったけど，そ
の方は『こうやって階段を上りよるから今もこう
やって元気におれるんよ。』っていつも言ってて，
あぁそうかぁって，自分の家に住みたいっていう
のもあるし，全部が全部危ないとかリスクがとか
じゃなくて，家に住んで鍛えられとるというか，
家に住んでるからこそ保たれとることもあるなぁ
と思って。」「看護職とかの目線も，今まで病院で
の実習がベースやけん，リスクは取り払わないと
いけないとか転倒予防とかって看護計画立てたり
とかしよったけど，この実習いくことで，そうじゃ

なくっての目線というか考え方というか，そうい
うのが得られた感じはする。」と，リスク予防重
視ではなく，《対象者の持つ力と生活を支える看
護》を学び，【対象者を生活者として捉え尊重し
看護することの重要性】を体得することができて
いた。

　６ ）【地域で働く保健福祉職が地域医療・保健
福祉に意欲的に挑戦する姿勢】

　実習では，学生が地域医療，福祉における多職
種連携を学ぶ場として，地域連携会議に参加でき
るよう実習担当（指導）者と相談しスケジュール
を組む。学生は地域連携会議に参加し，専門職が
ディスカッションする様子を見て「地域の人だけ
じゃなく，働きよる人の目線とかさ，結構知れた
し，…。」と，〈地域で働く保健師や介護支援専門
員の目線を知り，地域医療の難しさを知る〉のと
同時に「『これもやりたいんです！でも人数不足
で…』って，なんか熱い思いの葛藤をすごく聞い

地域で働く保健福
祉職が地域医療・
保健福祉に意欲的
に挑戦する姿勢

保健福祉職が感じる地域
医療・保健事業への課題

地域のために何かしたいと願うが，人員不足でできないと話す保健師
の葛藤を見て，もどかしさを感じる

地域で働く保健師や介護支援専門員の目線を知り，地域医療の難しさ
を知る

地域医療の楽しさ 地域医療に熱い人達を見て，地域医療の楽しさを感じる

地域一丸となって
地域医療・保健福
祉に取り組むこと
の大切さ

地域医療・保健福祉に対
する地域住民の理解を得
ることの大切さ

地域医療や地域の保健福祉を，地域全体で支えていくには地域住民の
理解が大事だと感じる

地域医療における看護職
の役割と地域全体で取り
組むことへの課題

地域医療を支えていくための看護職の役割は，対象者に働きかけるこ
とだけでなく，地域住民，地域全体に働きかけていくことが大事だが，
それはすごく難しいことだと感じる

地域全体で，地域医療に対するモチベーションを保つのは，難しいこ
とだと考える

地域医療について多職種
と意見交換することの大
切さ

地域医療に対する，いろいろな意見を聞き知りたいと思う

医療に携わる者が対象者
の帰るところを捉えるこ
との大切さ

医師でも看護師でも，対象者が帰り住む地域を知るのは大事だと考え
る

医学生と看護学生
の視点・意見の相
違

医学生と看護学生の視
点・意見の相違 医学生と看護学生の視点・意見の相違

地域で働く保健福
祉職に対する具体
的イメージの促進

保健師・介護支援専門員
の役割の具体的イメージ
の促進

地域で働く医療・保健福祉職の活動を体験し，その役割を具体的にイ
メージする
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てさ，もどかしく感じた。」と，《保健福祉職が感
じる地域医療・保健事業への課題》に対し，住民
と共に地域医療・保健福祉向上に向けて【地域で
働く保健福祉職が地域医療・保健福祉に意欲的に
挑戦する姿勢】を感じ取っていた。

　７ ）【地域一丸となって地域医療・保健福祉に
取り組むことの大切さ】

　学生は，実習で高齢者や地域住民と関わりなが
ら働く専門職の姿を見て，「やっぱり，その人助
けるのってそこに住んどる住民の理解っていうん
かなぁ。それがすごい大事やなぁって思ってし
まって。」「私ら専門職の役割って，対象者に働き
かけることも大事やけど，対象者の周りにおる住
民とかにも気を配れないと，その人を支えていく
モチベーションを町全体というか，地域全体で作
るのってすごい難しいんかなぁと思った。」と，
地域医療・保健福祉を向上させていくには，専門
職だけではなく，地域住民と地域の課題を共有し
た上で地域住民と共に取り組んでいくことの大切
さを肌で感じ取っていた。

　８）【医学生と看護学生の視点・意見の相違】
　看護学生は，医学科生とグループワークを行い
意見交換する中で，「視点が違うからぶつかるこ
ともあるなぁって。」と【医学生と看護学生の視点・
意見の相違】を感じていた。

　９ ）【地域で働く保健福祉職に対する具体的イ
メージの促進】

　実習では，保健師や介護支援専門員と一緒に対
象者の自宅を訪問し，専門職の実際の関りを見て
学ぶ。また，対象者宅へ向かう道中では，専門職
の車に同乗し，対象者とのこれまでの関りや支援
課題を聞く機会を得ることができた。学生は，こ
れまでの実習では実際に出会うことが出来なかっ
た，地域で働く保健福祉職と実際に関わることで

【地域で働く保健福祉職に対する具体的イメージ
の促進】がされていた。

Ⅳ．考　　察

　分析から明らかになった，「看護学生が在宅生
活支援実習を履修して得た学び」について，本実
習の目的を踏まえて考察する。

①対象者の価値観やニーズの理解，「生活する人」
として対象者を捉える
　学生は，在宅生活支援実習を履修することで，
これまでのベッドサイドナーシングでは体験でき
なかった高齢者の実際の暮らしに密着し，高齢者
自ら自分の持つ力を維持しようと努力しているこ
とや持つ力を活かして日々の生活を工夫し暮らし
ていること，地域住民との関係性の中で，高齢者
自身もその中の一人として共に支えあって生活す
る様子を体感することができた。また，そのこと
によって学生が抱く高齢者観に変容が起きたと考
える。
　看護基礎教育検討会報告書では，現代の看護学
生は，生活スタイルの変化による人間関係の希薄
化，生活経験の乏しさから，対象を理解する能力
やコミュニケーション能力が不十分であり，これ
からの看護教育では，これらの能力を強化するこ
とを求めている（厚生労働省看護基礎教育検討会，
2019）。さらに後藤ら（2019）は，医療従事者の
高齢者観において，肯定的なイメージを持ってい
る場合はサービスの質の向上になり，否定的なイ
メージの場合はサービスの質の低下を招くことか
ら，学生が高齢者に対してどのようなイメージを
持つかは，看護に影響を与えると考えられ，学生
の高齢者観を育むための学習過程は重要であると
述べている（後藤,村山,内野,小澤,2019）。本研究に
おいても「95歳って結構，もう大変というか，自
力で生活できるっていうのが想像できなかったけ
ど…」という学生の発言から，学生が抱く高齢者
像には，ネガティブなイメージがあったことが推
察できる。看護職者として，医学モデルで高齢者
の加齢による身体的，精神的，社会的変化を学び
理解することはもちろん必須ではあるが，その視
点に囚われてしまっては対象者への理解が十分で
はなく，対象に応じた看護の展開は難しい。看護
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の対象となる高齢者とその暮らしに密着すること
で，高齢者が住み慣れた地域生活に寄せる思いや，
生活を維持するために日々の生活の中で工夫や努
力を実施・継続していることを知ることができ
た。そのことにより，対象者の地域での暮らしや
健康に対する価値観やニーズを捉えることがで
き，さらに高齢者を年齢のみに囚われず，その人
自身を身体面，精神面，社会面から多面的に捉え，
対象を理解する能力が育まれたと考える。
　また，本実習では，対象者宅への訪問等，現場
での実習指導は保健師や介護支援専門員が中心と
なり行い，教員は実習後に，学生の学びを言語化
により確認する役割を担った。このような実習指
導体制を取ることにより，学生は，地域で働く保
健福祉職が対象者の生活に寄り添い，その生活を
支える役割を担っていることを体感することがで
きた。また，グループメンバーや教員との振り返
りを通して，支援の対象となる者は地域でそれぞ
れの生活を営む者であり，看護職としても対象者
の生活を支える視点を持ち，対象者の生活を捉え
看護することの重要性を改めて認識することがで
きたと考える。
　学生の語りにより抽出された学びから，高齢者
をはじめとする地域に住む人々の暮らしを体験
し，見聞きすることは生活経験の未熟な現代の看
護学生が幅広い視野を持ち看護の対象となる人間
を理解するために効果的であったと考える。さら
に，高齢者の実際の暮らしを聴きとり，さらにそ
の人達の生活を支える地域で働く保健福祉職の実
際の関わりを見学することによって，看護職とし
て対象者の生活を捉えることの重要性を学ぶこと
に繋がったと考える。

②多機関・多職種連携・協働について広い視野を
もつ
　学生は，地域で働く保健福祉専門職とともに実
習を行った。さらに地域連携会議にも参加し，専
門職が地域の医療や保健福祉向上に向け，意欲的
に挑戦する姿勢を学ぶことができた。このように
地域で働く保健福祉職とコミュニケーションをと
り，保健福祉職の活動の実際を見学することによ

り，地域で働く保健福祉職の役割について具体的
なイメージが促進されたと考える。一方で，「（医
学科生とは）考え方が違うと思った。」との発言
が得られている。吾妻らの研究では，チーム医療
を実践している看護師が感じる連携・協働の困難
として「医師と連携・協働する」ことを挙げてお
り，他の医療スタッフよりも医師との関係性にお
いて困難を感じていることが示されている（吾妻,
神谷,岡崎,遠藤,2014）。厚生労働省は，「地域包括
ケアシステム構築に向けた制度及びサービスの在
り方に関する研究事業報告書」の中で， 2040 年に
向けて，医療と介護をより「統合された状態」と
して「多職種連携によるチームケア」が当たり前
の状態を目指すことを求めている（厚生労働
省,2016）。本実習においても，地域包括ケアシス
テム推進に向け，学生が多職種連携についての思
考を深めることができるよう，医学生を含めたグ
ループ編成で実習を行い，最終日にはグループ
ワークを行うように実習内容を構成している。本
研究では，医学生との考え方の違いの詳細につい
て明らかにできていないが，実習のグループワー
クでは，話し合いの過程で医学生と看護学生間の
視点や事象の捉え方の違いによる葛藤があったと
推察される。チーム医療の推進に関する報告書で
は，看護職を「チーム医療のキーパーソン」と示
している（厚生労働省,2010）。看護職は医療の知
識も持っており，地域包括ケアシステムにおいて
医療と生活を繋ぐことができる重要な役割を担っ
ていることから，医師ともコミュニケーションを
取り，連携・協働できる能力を高めていく必要が
ある。箱崎らは，各職種には異なる役割だけでな
く，異なる価値観があるため，職種間の対立が起
こることがある。そのため多職種連携教育におい
ては，他職種の役割に関する知識だけでなく，価
値観についても教授する必要があると述べている

（箱崎,久保,神田,2017）。これらのことから，実習
では，グループワーク時に，意見の相違があった
としても，その意見を否定的に捉えるのではなく，
なぜ医師，あるいは他の職種がそのように考える
のかリフレクションする機会を設け，それぞれの
職種の役割を認識し，その上で看護職としての役
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割が思考できるような実習指導方法を検討してい
く必要があると考える。そうすることで，より有
機的な多職種連携に繋がっていくと考える。

③生活者のネットワークの中で地域づくりや健康
づくりに貢献できる自己の考えを持つ
　学生は「私ら専門職の役割って対象者に働きか
けることも大事やけど，対象者の周りにおる住民
の人とかにも気を配れんと，その人を支えていく
モチベーションを町全体というか，地域全体で作
るのってすごい難しんかなぁって思った。」と述
べていた。このことから，学生は地域づくりや健
康づくりは専門職が主導で行うものではなく，対
象者や住民に働きかけ，理解を得ながら支援して
いくことの重要性を学んだと推察された。学生が
生活者のネットワークの中で地域づくりや健康づ
くりに貢献できる自己の考えを持つという目的が
達成できたかどうかについては，ディスカッショ
ンでは明らかにすることはできなかった。そのた
め，今後，本項目の達成度を評価するためには実
際に学生に本項目について語ってもらう，レポー
トを課す等，具体的な評価方法の検討が必要であ
る。

④地域包括ケアシステムにおける看護職の役割の
認識
　先行研究では，地域包括ケアシステムにおいて
看護師に求められる能力として［生活者として捉
える］［対象と家族の思いに寄り添う］［対象を尊
重した意思決定を支える］［対象の生活の場で必
要な看護をする］［多職種と協働する］［地域を看
護職として包括的に捉える］が挙げられている（海
野,田村,村井,2020）。本研究で得られた内容と海野
らが明らかにした能力を照らし合わせると，海野
らが示した能力のうち，［生活者として捉える］

［対象の生活の場で必要な看護をする］は育成す
ることができたと考える。一方，［対象と家族の
思いに寄り添う］［対象を尊重した意思決定を支
える］については，家族支援，意思決定を支える
といった内容までは学生の学びからは抽出できな
かった。また，海野らは［多職種と協働する］は，

多職種間の専門性を理解し協働すること，［地域
を看護職として包括的に捉える］は，地域におけ
るシステム構築に尽力することと示しているが，
本研究では【地域で働く保健福祉職に対する具体
的イメージの促進】として，地域医療を支えてい
くためには対象者だけでなく地域住民にも働きか
けていくことが重要であるという学びは抽出でき
たが多職種協働，システム構築についてまでは抽
出されなかった。これに関しては，本実習が地域
高齢者の暮らしを体験しながら，これまでの生活
やこれからの生活に関する希望，現在の生活に関
する思いを聴きとる実習が中心であること，さら
に5日間という短期間の実習であることから，本
実習のみで海野ら（2020）が示す能力を獲得する
ことは若干困難なのではないかとも考えられた。
そのため学生が，本実習を通し，地域包括ケアシ
ステムにおける看護職の役割を認識し，システム
構築に尽力する能力を獲得できるためには，高齢
者が住み慣れた地域で生活し続けるための社会資
源・社会システムを看護職としてどのように支え
ていくことができるのか，学生の学びをさらに一
歩踏み込んでシステム・制度的な側面からの学び
となる意味付けを目的とした教員からの説明や関
わりが重要になるだろう。

Ⅴ．本研究の課題

　本研究にはいくつか限界が挙げられる。１点目
は，ディスカッションに研究者が同席しなかった
ため，研究協力者の語りの内容の詳細が不明な部
分があったことである。２点目は，本実習は選択
制の科目であり，参加した学生は，実習開始以前
から地域における看護，地域医療について興味・
関心があったことが予想される。また本研究の対
象者は，３年生の時に実習を履修した看護学科４
年生であり，実習履修時からディスカッションま
でに約10 ヶ月経過しており，思い出しバイアスが
あることが考えられる。今後は，ディスカッショ
ン時に大学院生といった学生の語りに影響を与え
ないであろうインタビュアーを設定し，学生の学
びが詳細に語られるような方法を取ること，さら
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に調査協力者は１～３年生から募り，学年や実習
参加回数等で語る内容に変化はあるのか等分析し
ていく必要があるであろう。

Ⅵ．結　　論

　本研究では，在宅生活支援実習を通して【人間
の暮らしと人間が生きることの体感と理解】【地
域の特性理解】【地域で働く保健福祉職と住民と
の緊密な関係性】【理論と実践の融合による大学
で学習した知識の深化】【対象者を生活者として
捉え看護することの重要性】【地域で働く保健福
祉職が地域医療・保健福祉に意欲的に挑戦する姿
勢】【地域一丸となって地域医療・保健福祉に取
り組むことの大切さ】【医学生と看護学生の視点・
意見の相違】【地域で働く保健福祉職に対する具
体的イメージの促進】を学修していることが明ら
かとなった。
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